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食
事
や
洗
濯
、
風
呂
、
ト
イ
レ
な
ど

私
た
ち
の
生
活
に
は
、
水
は
絶
対
に
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
生
活
で
出
る

汚
水
が
そ
の
ま
ま
川
や
海
に
流
れ
込
む

と
、
水
質
汚
染
な
ど
で
豊
か
な
自
然
を

壊
し
、
地
域
の
環
境
衛
生
が
悪
化
し
て

し
ま
い
ま
す
。
生
活
で
出
た
汚
水
は
、

浄
化
セ
ン
タ
ー
や
合
併
処
理
浄
化
槽
で

汚
れ
を
取
り
除
い
て
消
毒
を
し
、
き
れ

い
な
水
に
し
て
河
川
に
放
流
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
市
で
は
快
適
な
生
活
環

境
の
確
保
と
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全

の
た
め
、
下
水
道
、
合
併
処
理
浄
化
槽

の
普
及
を
推
進
し
て
お
り
、
そ
の
水
洗

化
率
は
平
成
30
年
３
月
現
在
で
80
・
４

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

 

公
共
下
水
道
区
域
は
下
水
道
へ

　
生
活
で
出
た
汚
水
は
、
下
水
道
管
を

通
っ
て
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
運
ば
れ
ま
す
。

昭
和
58
年
度
に
公
共
下
水
道
を
供
用
開

始
し
て
以
来
、
事
業
計
画
１
２
８
３
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
平
成
30
年
３
月
現

在
で
１
０
０
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
整
備
を

完
了
し
て
い
ま
す
。

住みよい街づくり 特集

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
生
活
で

出
た
汚
水
を
衛
生
的
に
排
水
で
き
、
地

域
全
体
の
環
境
衛
生
が
大
き
く
向
上
し

ま
す
。
ま
た
、
水
洗
ト
イ
レ
の
使
用
が

可
能
に
な
る
な
ど
利
便
性
や
快
適
性
も

向
上
し
ま
す
。
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た

区
域
で
は
、
下
水
道
へ
の
接
続
が
法
律

で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
く
み
取
り
式
の

ト
イ
レ
や
浄
化
槽
は
早
め
に
下
水
道
へ

切
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

 

合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
区
域
は

 

合
併
処
理
浄
化
槽
へ

　
浄
化
槽
は
、
下
水
道
を
使
用
せ
ず
、

生
活
で
出
る
汚
水
を
個
々
に
処
理
す
る

施
設
を
い
い
ま
す
。
市
で
は
、
公
共
下

水
道
な
ど
の
集
合
処
理
方
式
よ
り
も
、

浄
化
槽
に
よ
り
個
々
で
処
理
す
る
個
別

処
理
方
式
が
有
利
な
地
域
を
「
合
併
処

理
浄
化
槽
整
備
区
域
」
と
し
て
定
め
て

い
ま
す
。
浄
化
槽
の
設
置
に
あ
っ
て
は
、

平
成
13
年
４
月
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽

と
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
に
設
置
さ
れ
た
単
独
処
理
浄

化
槽
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
合
併
処

理
浄
化
槽
の
設
置
に
努
め
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
切
り
替
え

ま
し
ょ
う
。

市
設
置
型
浄
化
槽
整
備
事
業

　
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
区
域
内
の
場

合
、
下
水
道
と
同
等
の
処
理
能
力
が
あ

る
高
度
処
理
型
浄
化
槽
の
設
置
・
維
持

管
理
を
市
が
行
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

市
が
設
置
・
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
で
、

使
用
者
の
負
担
を
軽
減
し
、
浄
化
槽
の

設
置
を
推
進
し
て
市
全
域
の
水
環
境
保

全
を
図
り
、
衛
生
的
で
快
適
な
生
活
環

境
の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

 

助
成
制
度

　
市
で
は
、
公
共
下
水
道
区
域
ま
た
は

合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
区
域
に
お
け
る

下
水
道
お
よ
び
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の

切
り
替
え
に
つ
い
て
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
工
事
の
手
順
や
、
工
事
を
行
う

「
市
指
定
下
水
道
工
事
店
」
は
４
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

単
独
処
理
浄
化
槽
撤
去
費
補
助
金

■�

対
象
／
単
独
処
理
浄
化
槽
を
撤
去
し

新
た
に
市
設
置
型
浄
化
槽
を
設
置
す

る
方

■�

補
助
額
／
撤
去
費
用
の
２
分
の
１
以

内
で
、
上
限
５
万
円

浄
化
槽
整
備
促
進
事
業
費
補
助
金

■�

対
象
／
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
や
単
独

処
理
浄
化
槽
か
ら
、
市
設
置
型
浄
化

槽
へ
切
り
替
え
る
方
。
た
だ
し
、
新

築
や
建
て
替
え
を
除
き
ま
す
。

■�

補
助
額
／
５
人
槽
は
８
万
円
、
６
人

槽
以
上
は
10
万
円

改
造
工
事
資
金
融
資
の
あ
っ
せ
ん
・
利

子
補
給
制
度

■�

対
象
／
下
水
道
へ
の
切
り
替
え
、
ま

た
は
市
設
置
型
浄
化
槽
へ
移
行
す
る

際
の
屋
外
配
管
工
事
等
。
た
だ
し
、

新
築
や
法
人
設
備
を
除
き
ま
す
。

■
融
資
限
度
額
／
１
５
０
万
円

■�

返
済
方
法
／
75
カ
月
以
内
の
元
金
均

等
償
還

■�

取
扱
金
融
機
関
／
市
内
金
融
機
関
、

農
協
。
た
だ
し
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を

除
き
ま
す
。

■
利
子
補
給
額
／
全
額
を
市
が
補
給

■�

そ
の
他
／
融
資
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
の
際

は
事
前
に
金
融
機
関
へ
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

下
水
道
・
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
切
り
替
え
を

寒河江駅

寒河江市役所

寒河江川

最
上
川

市公共下水道
供用開始区域図

凡　　　　　例

公共下水道事業計画区域

平成30年３月31日までに供
用開始となった区域

平成31年３月31日から供用
開始となる区域（○の部分）

浄化センター

クリーン
センター
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高齢者ホッと情報
　　なにほいず？

　高齢者も家族もご近所の人も、誰もがみんなで意
識したいことです。高齢者虐待の種類は、殴る蹴る、
ベッドに縛り付けるなど痛みを与える「身体的虐待｣、
食事や水分を与えない、必要な医療や介護サービス
を利用させないなどの「介護・世話の放棄・放任｣、
おびえるほどに怒鳴る、ののしるなどの「心理的虐
待｣、排せつの失敗に罰として下半身を裸にして放置
するなど侮辱を与える「性的虐待｣、生活に必要なお
金を渡さない、使わせない、年金など本人の財産を
勝手に使い込むなどの「経済的虐待」の５つです。
虐待が起こる要因は、家族仲が悪いなどこれまでの
人間関係、お互いの人格や性格、高齢者の心身の衰
えや認知症の発症、家族の介護疲れや生活苦、親族
の無関心、近所付き合いなど地域交流がなく理解・
協力者がいないなど、さまざまかつ複雑です。虐待
を防ぐにはお互いに思いやりやねぎらいの気持ちを
大事にし、日頃から小さなことにも「ありがとさま」
と言い合える良好な関係を築くことが第一歩です。
●問合せ／市高齢者支援課地域包括支援係
　☎86-2111内線623へ。

　高齢者虐待を防ごう！止めよう！
　｢高齢者虐待」ほいずはよ、

特集

 

排
水
設
備
の
工
事

　
排
水
設
備
と
は
、
家
庭
か
ら
の
汚
水

を
公
共
下
水
道
に
流
入
さ
せ
る
た
め
の

排
水
管
等
の
排
水
施
設
を
い
い
ま
す
。

排
水
設
備
の
工
事
や
補
修
、
清
掃
等
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
個
人
の
負
担
と

な
り
ま
す
。

排
水
設
備
工
事
の
手
順

①�

施
工
主
が
、
市
が
指
定
す
る
下
水
道

工
事
店
に
工
事
を
申
し
込
み
ま
す
。

指
定
工
事
店
が
現
地
調
査
、
設
計
、

見
積
も
り
を
し
ま
す
の
で
、
十
分
に

打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②�

指
定
工
事
店
は
、
工
事
の
確
認
申
請

書
を
作
成
し
、
市
下
水
道
課
に
提
出

し
ま
す
。
確
認
申
請
書
に
は
、
施
工

主
の
署
名
、
押
印
が
必
要
で
す
。

③�

市
下
水
道
課
は
、
確
認
申
請
書
を
も

と
に
配
管
等
が
基
準
に
適
合
す
る
か

審
査
し
、
合
格
し
た
場
合
に
排
水
設

備
等
確
認
通
知
書
を
交
付
し
ま
す
。

④�

指
定
工
事
店
は
、
工
事
を
行
い
、
工

事
完
了
後
に
工
事
完
了
届
を
市
下
水

道
課
に
提
出
し
ま
す
。

⑤�

市
下
水
道
課
は
、
完
了
検
査
を
行
い
、

合
格
し
た
場
合
に
、
施
工
主
に
検
査

済
証
を
交
付
し
ま
す
。

●�

問
合
せ
／
市
下
水
道
課
［
３
月
17
日

ま
で
］
☎(

８
６)

１
２
３
０
、[

３
月

18
日
か
ら
］
☎(

８
６)

８
５
１
１
へ
。

住みよい街づくり

所在地 指定工事店名 電話番号

寒
河
江
市

㈱ 安 藤 商 店 86-5010
犬 飼 建 設 ㈱ 86-5500
㈱ 石 山 設 備 86-4056
㈲ 宇 津 井 工 務 店 86-6500
大 盛 設 備 ㈱ 85-2036
菅 野 設 備 86-8836
㈱ サ ト ネ ン 87-1524
ダ イ ゴ 建 設 ㈱ 87-1539
サ ラ ヤ ㈱ 86-2002
㈱ 高 田 地 研 84-4355
㈱ 宝 工 務 店 86-8611
芳 賀 水 道 ㈱ 87-2003
㈱ 村 建 85-5677
㈱ ブ ル ー シ ス テ ム 84-2028
国 井 設 備 工 業 87-1676
小 林 ダ ク ト 工 業 ㈱ 86-3148
青 山 建 設 ㈱ 86-4188
㈲ 三 協 土 木 84-5006
後 藤 建 設 ㈱ 86-3248
伊 藤 建 設 ㈱ 86-2163
北 條 建 設 ㈱ 87-2207
森 田 建 設 ㈱ 86-9358
㈱ マ モ ル 96-5599
フ ジ ケ ン ㈱ 87-2939
阿 部 住 設 86-0352
楳 津 建 設 ㈱ 87-1410
㈱山形環境エンジニアリング 86-4380
市 村 金 物 店 84-3085
犬 飼 土 木 工 事 ㈱  84-3470
㈲ 佐 藤 光 興 商 店 84-3819
東 北 村 山 建 設 ㈱ 84-3885
㈱ 西 浦 工 業 86-0360
ミ ヤ ウ チ 建 設 ㈱ 87-1073
佐 藤 土 木 ㈱ 62-4903
㈲ ス マ イ ル 設 備 85-1523
㈱ ア イ ケ ン 85-0302
ク サ カ ベ 石 油 ㈱ 86-5585
軽 部 建 設 ㈱ 87-1608
モ リ 住 工 ㈱ 78-2896
佐 藤 建 設 工 業 ㈱ 86-5128
㈱ 松 田 設 備 工 業 85-1528

大
江
町

㈱ 最 上 設 備 62-2931
㈱ 小 関 62-2128
㈱ 中 央 設 備 62-3812
㈱ イ ナ ム ラ 62-5155
㈲ 西 山 設 備 83-4188
㈱ 柏 倉 設 備 工 業 62-3221

河
北
町

橋 本 商 事 ㈱ 73-2323
㈱ 木 村 設 備 73-4274
㈲ 矢 口 設 備 72-5162

所在地 指定工事店名 電話番号

河
北
町

山 田 住 宅 設 備 72-6158
㈲ サ ガ ミ 73-3106
丸 喜 屋 設 備 ㈱ 72-2061
高 橋 住 宅 設 備 72-2659
㈱ 富 樫 建 設 73-3609
㈱ 渡 辺 工 務 店 73-4888
㈲ 細 矢 正 之 助 商 店 72-2268
木 嶋 住 設 工 業 ㈲ 72-3308

西
川
町

西 川 設 備 ㈲ 75-2234
㈱ 五 百 川 屋 商 事 74-2142
高 栄 設 備 ㈱ 74-3728

中
山
町

富 樫 管 工 建 設 ㈱ 中 山 本 店 023-662-3459
㈲ 原 田 住 宅 設 備 023-662-3370
㈲ イ ー ス ト 設 備 工 業 023-663-1167
㈱ 健 設 備 工 業 023-646-5193

山辺町 ㈲ 後 藤 配 管 023-664-6875

山
形
市

㈱ 佐 藤 管 工 023-681-7454
㈲ 平 泉 設 備 工 業 023-681-7208
㈱ 山 形 設 備 023-645-4331
山 住 設 備 ㈱ 023-622-1188
㈱ 出 羽 工 務 所 023-664-0956
東 北 住 設 工 業 ㈱ 023-688-8366
佐 野 設 備 ㈱ 023-688-8166
㈲ 舟 山 設 備 工 業 023-612-0141
㈲ 内 陸 協 栄 設 備 023-679-5160
サ ン 設 備 工 業 ㈱ 023-631-3034
㈱ 早 電 舎 023-641-1583
㈱ 山 形 銅 鉄 設 備 工 業 023-643-4242
高 橋 土 建 ㈱ 023-681-1710
㈱ 山 形 企 業 023-641-6959
㈲ 樋 口 設 備 工 業 023-684-4585
㈱ 吉 田 工 業 所 023-684-9451
小 松 建 設 ㈱ 023-633-3761
佐 藤 設 備 工 業 ㈱ 023-642-6092
大 沼 設 備 023-681-3225
㈲ 進 栄 工 業 023-681-0522
㈱ 丹 野 023-641-1141
菱 建 工 業 ㈱ 023-631-8923
㈱ 仁 藤 組 023-622-3608
東 洋 設 備 工 業 ㈱ 023-643-1650
㈲ ビ ー エ ヌ 設 備 023-684-7080
㈲ ダ イ テ ッ ク 023-684-1241
㈱ ユ ニ バ ー サ ル・ ラ イ フ 023-689-0580
近 藤 工 業 ㈱ 023-644-9896
㈱ 日 下 部 工 務 所 023-644-6121
小 笠 原 建 設 ㈱ 023-645-1831
林 ブ レ ー ン ㈲ 023-632-2458
小 松 設 備 工 業 023-632-7140
山 喜 工 業 023-647-6882
奥 山 建 設 工 業 ㈱ 023-643-3616

所在地 指定工事店名 電話番号

山
形
市

大 栄 設 備 工 業 ㈱ 023-644-3135
守 成 工 業 ㈱ 023-643-0554
伊 豆 田 建 設 ㈱ 023-684-2130
㈱ KGS. コーポレーション 023-666-3111
㈱ 深 瀬 工 業 所 023-622-4259
コ ウ ワ 住 設 管 工 ㈱ 023-643-8244

上山市 ㈲ ヨ シ ダ 設 備 023-677-0327

天
童
市

㈱ 日 本 設 備 工 業 023-654-6116
㈱ 後 藤 工 業 023-655-4450
㈲ 熊 澤 工 業 023-653-8984
㈲ 天 童 住 宅 設 備 023-654-5729
㈱ 滝 口 電 気 023-679-4103
㈱ 野 川 ガ ス 住 宅 設 備 023-651-4151
長 岡 ガ ス 供 給 ㈱ 023-655-2211
㈲ 田 中 設 備 工 業 023-654-8837
㈱ 瀬 野 芳 雄 商 店 023-653-3003
港 屋 設 備 ㈱ 023-654-4718
若 松 設 備 ㈱ 023-653-4395
㈲ 工 藤 設 備 工 業 023-655-3507
㈲ 高 柳 管 工 設 備 023-655-2533
㈱ 相 互 設 備 023-655-4011
丸 升 山 崎 工 業 ㈱ 023-654-4171
ヤ ハ ギ 産 業 023-653-2473
㈱ 後 藤 設 備 023-654-2807
㈱ 遠 藤 設 備 023-653-3691
㈲ 入 野 商 会 023-653-4075
㈲ 新 栄 水 道 工 事 店 023-653-0381
㈲ 瀬 野 設 備 工 業 023-653-6240
㈲ 渡 部 電 工 社 023-658-5503
大 木 設 備 023-654-6647
管 工 結 城 023-654-4681

東
根
市

㈱ 平 山 設 備 工 業 0237-43-7337
㈱ フ カ セ 0237-49-1871
㈱ 齋 藤 管 工 業 0237-47-4884
㈲ 青 山 設 備 工 業 0237-42-2298
髙 橋 住 宅 設 備 0237-47-1841
高 橋 冷 工 設 備 0237-43-5095

村
山
市

㈱ 矢 萩 土 建 0237-55-3615
秋 場 設 備 ㈱ 0237-55-3116
高 谷 建 設 ㈱ 0237-55-5675
マ サ ミ 工 業 ㈱ 0237-56-3016
前 田 電 気 0237-54-2456
㈲ 村 山 技 工 0237-55-5547
サ サ ハ ラ 設 備 0237-54-2833

大石田町 ㈱ 佐 々 木 建 設 0237-25-2128

長井市 安 達 設 備 工 業 ㈱ 0238-84-2797
飯 鉢 工 業 ㈱ 0238-84-1488

南陽市 ㈲ 鈴 木 設 備 工 業 0238-43-5217

高畠町 荒 井 金 物 企 業 組 合 0238-57-3170
㈲ 安 部 設 備 0238-57-2069

市指定下水道工事店（平成31年３月１日現在）

内科医長　伊藤誠
　今回は心不全を発症した方に対
する治療のお話です。治療法は大

きく分けて２つあります。１つは、薬物療法です。
体の余分な水分を取り除いて心臓の負担を軽くした
り、心臓の機能を悪化させるホルモンの作用などを
抑える薬を使用します。薬を飲むと、息切れやむく
みなどの症状が緩和し、治ったように錯覚するかも
しれませんが、自己判断で中断せず、主治医の指示
を守ることが重要です。もう１つは、心不全の原因
となっている心臓病に対する治療で、外科手術など
です。例えば、重症弁膜症の場合、薬では治りませ
んので、弁を修復したり、取り換えたりする手術の
対象になります。最近は、体に大きな傷を残さずに、
カテーテルという細めの管を使って人工弁を移植す
る手術もできるようになり、超高齢者も手術対象に
なっています。当院では適切に診断し、対象となる
患者さんを手術可能な施設へ紹介しています。
　心不全は早期診断、早期治療が重要です。気にな
る症状が出たら、早めに医療機関へ相談してください。
●問合せ／市立病院☎86-2101へ。

心不全について（３）治療編
市立病院ドクターアドバイス

　１月の初めに公現祭がありました。公現祭はキリスト教の祝日で、その日に食べ
るガレット・デ・ロワというケーキの中に陶製の小さな人形「フェーヴ」が１つ隠
されていて、切り分けたケーキの中に入っていた人は今年の王様・王妃となり、紙
製の金の王冠が与えられ幸運が１年間継続するといわれています。私は２回食べる
機会があり、１回目は家族と一緒に、２回目はホストロータリークラブの例会で食
べたのですが、２回とも王妃となり王冠をもらいました。｢今年１年幸運になり、い

い年になればいいなあ」と思います。
　先日の例会では私のプレゼンテーションがありました。ド緊張
の中で一つ一つの言葉の発音に注意しながら寒河江のことをＰＲ
しました。皆さん日本に興味津々で本当にうれしく思いました。

佐藤 眞綸（市交換留学親善大使「さくらんぼアンバサダー｣・1８歳）
これからも寒河江市のＰＲや勉強、スポーツなど、どんなことにも全力で
頑張っていきます！

さくらんぼアンバサダー通信フランス
留学生が
さがえの

魅力をＰＲ
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さがえフォトスタジオ

Ｓ Ａ Ｇ Ａ Ｅ 　 　 　 　 Ｐ Ｈ Ｏ Ｔ Ｏ 　 Ｓ Ｔ Ｕ Ｄ Ｉ Ｏ

「さがえフォトスタジオ」は寒河江のイベントの様子や
　　　　　　　新鮮な情報を皆さんに写真でお伝えするコーナーです。

Ｓ Ａ Ｇ Ａ Ｅ 　 　 　 　 Ｐ Ｈ Ｏ Ｔ Ｏ 　 Ｓ Ｔ Ｕ Ｄ Ｉ Ｏ

道の駅寒河江チェリーランド冬まつり・寒鱈（かんだら）まつり 漫才のＤＥＮＤＯin寒河江

　１月19日・20日、チェリーランドを訪れた大勢の家族
連れが、熱々の寒鱈汁を味わっていました。

　１月20日、よしもとの豪華漫才師によるステージに、
満員の市民文化会館は爆笑の渦に包まれました。

心のマイスター養成講座「ぶらいんどれすとらん」 チェリーナさがえ来場者20万人達成記念セレモニー

　１月27日、文化センターで、参加者が目が見えない日
常を体験し、障がいがある方への理解を深めました。

　１月30日、チェリーナさがえ20万人目の利用団体の市
グラウンドゴルフ協会に記念品が贈られました。

東京外国語大学冬の山形スタディツアー 高校生ボランティアサークル・チェリーズ「ふゆまつり」

　２月５日、東京外国語大学の学生たちが白岩小学校６
年生の児童と英語で会話し、交流しました。

　２月９日、文化センターで、子どもたちがチェリーズ
と一緒にさまざまな冬の遊びを体験しました。

冬まちオブジェ 列車で寒河江へＧＯ！

　２月１日～３日、市民らが制作した雪像が市内６カ所
に設置され、県内外からの観光客をもてなしました。

　２月２日・３日、寒河江駅で子ども向けイベント「ト
ミカ・プラレールわくわくパーク」が開催されました。

　１月19日、市民文化会館で、陸上自衛隊第６音楽隊が市少年少女合唱
団と共演し、すてきな音楽を会場いっぱいに響かせました。

ふれんどしっぷコンサートINさがえ
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生 涯 学 習 の ま ど生 涯 学 習 の ま ど
寒河江市美術館

今月の1冊

松田五郎作品展
アートに＊ふれよう

市
史
編
さ
ん

だ
よ
り

　
平
成
三
十
年
十
月
一
日
、
南
町

の
横
尾
義
蔵
家
に
、
テ
ニ
ア
ン
島

で
戦
死
し
た
兄
幾
蔵
の
遺
品･

写

真
十
一
枚
が
届
け
ら
れ
た
。
元
ア

メ
リ
カ
海
兵
隊
員
ア
ー
ル
パ
ー
マ

ー
さ
ん
が
大
切
に
保
存
し
て
い
た

も
の
で
、
日
本
兵
の
家
族
へ
届
け

る
よ
う
に
と
、
孫
の
マ
ー
サ
ミ
ッ

ク
さ
ん
に
託
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ジ
ャ

ガ
ー
ド
千
津
子
さ
ん
た
ち
の
地
を

這
う
よ
う
な
努
力
に
よ
っ
て
横
尾

家
に
戻
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
奇

し
く
も
、
そ
の
前
日
は
幾
蔵
の
七

十
四
回
忌
の
祥
月
命
日
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
ら
の
写
真
は
、
白
い
花
が

咲
く
満
州
の
自
然
を
背
景
と
し
た
、

幾
蔵
の
部
隊
や
幾
蔵
と
そ
の
友
人

を
撮
影
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ど

う
し
て
こ
の
写
真
が
、
ア
メ
リ
カ

軍
の
サ
イ
パ
ン
島
作
戦
に
参
加
し

た
ア
ー
ル
パ
ー
マ
ー
さ
ん
の
手
元

に
あ
っ
た
の
か
不
思
議
で
あ
っ
た
。

　
横
尾
幾
蔵
（
一
九
一
九
～
一
九

四
四
）
は
十
九
歳
で
応
召
し
、
山

形
三
十
二
連
隊
を
経
て
弘
前
に
移

り
、
歩
兵
砲
中
隊
に
編
入
さ
れ
て

衛
生
兵
と
な
っ
た
。
昭
和
十
六
年

に
は
満
州
国
北
安
に
移
り
国
境
警

備
の
任
に
当
た
っ
た
。
さ
ら
に
、

南
満
州
鉄
道
の
終
着
駅
の
町
黒
河

に
移
り
、「
満
州
国
黒
河
省
神
武
屯

満
州
国
奥
第
七
二
三
二
部
隊
澁
谷

隊
」
に
所
属
し
た
こ
と
が
、
横
尾

家
に
残
る
慰
問
の
書
簡
か
ら
分
か

る
。
こ
の
頃
、
わ
ず
か
な
安
穏
の

日
々
を
写
し
出
し
た
遺
品
が
横
尾

家
に
届
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
十
九
年
、
ア
メ
リ
カ
軍
の

反
攻
作
戦
に
よ
っ
て
、
南
太
平
洋

の
制
空･

制
海
権
を
失
い
、
多
く

の
島
々
の
日
本
軍
は
敗
れ
た
。
幾

蔵
た
ち
も
、
急
遽
、
満
州
か
ら
マ

リ
ア
ナ
諸
島
の
テ
ニ
ア
ン
島
に
移

り
、
ア
メ
リ
カ
軍
と
の
熾
烈
な
戦

闘
で
玉
砕
に
及
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

幾
蔵
は
、
満
州
の
写
真
を
肌
身
離

さ
ず
持
ち
歩
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ

れ
が
ア
ー
ル
パ
ー
マ
ー
さ
ん
の
手

に
渡
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
や

が
て
こ
の
島
か
ら
、
日
本
本
土
を

爆
撃
す
る
Ｂ
29
が
飛
び
立
つ
よ
う

に
な
っ
た
。

　
横
尾
家
は
南
町
の
地
主
横
尾
長

太
郎
家
の
分
家
で
、
初
代
甚
蔵
は

信
望
厚
く
、
二
期
に
わ
た
っ
て
寒

河
江
町
会
議
員
を
務
め
た
。
幾
蔵

は
横
尾
家
の
長
男
で
、
二
代
目
を

継
ぐ
跡
取
り
息
子
で
あ
っ
た
。
九

十
七
歳
ま
で
気
丈
に
生
き
た
母
親

の
は
る
ゑ
は
、
終
生
、
幾
蔵
の
こ

と
を
思
い
続
け
た
と
い
う
。

ア
メ
リ
カ
か
ら
届
い
た
遺
品

Sagae Library
さがえライブラリー

満州での横尾幾蔵

　松田五郎作品展を開催しています。昨年、ご家族の
方から78点もの作品を寄贈していただきました。
　故松田五郎氏は、日本画教室「彩友会」の指導者で
あり、院展や県美展でご活躍された日本画家です。ぜ
ひご鑑賞ください。
●日時／４月３日㈬までの午前10時～午後７時
●休館日／３月６日㈬・13日㈬
●問合せ／市文化センター　白田　☎86-5111へ。

11日㈪・25日㈪❸月の休館日

マスカレード・ホテル
東野圭吾・著

大活字文化普及協会・発行
　大人気作家の長編ミステリー小説の大活字本
です。不可解な連続殺人事件。次の犯行現場に予
告された都内の超一流ホテルを舞台に、ホテルス
タッフに扮（ふん）した刑事と、刑事をホテルマ
ンとして補佐・教育するフロントクラークが真相
解明に取り組みます。本書は、ミステリーならで
はの一挙に読み終えたい欲求と、大活字という大
きな文字で目にかかるストレスの両方を解消して
くれるお薦めの一冊です。

　
少
年
少
女
合
唱
団
は
、
小
学
生

か
ら
高
校
生
ま
で
の
団
員
に
よ
り

構
成
さ
れ
、
明
る
く
楽
し
く
一
生

懸
命
に
練
習
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
そ
の
成
果
を
発
揮
し
て
、
楽

し
い
感
動
の
演
奏
会
を
作
り
上
げ

ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
方
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
緒
に
歌
う
仲
間
も
募
集
し
て
い

ま
す
。

●
日
時
／
３
月
24
日
㈰
午
後
２
時

　
開
演(
午
後
１
時
30
分
開
場)

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
問
合
せ
／
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　
☎(

８
６)

５
１
１
１
へ
。

　
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
（
安

達
正
一
会
長
）
は
、
子
ど
も
会
の

活
動
を
よ
り
一
層
充
実
し
た
も
の

に
し
て
、
親
も
子
も
安
心
し
て
安

全
に
子
ど
も
会
行
事
を
実
施
で
き

る
よ
う
に
、
指
導
者
・
育
成
者
を

対
象
と
し
た
研
修
会
を
、
２
月
17

日
㈰
に
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま

し
た
。

　
研
修
会
は
、
各
地
区
の
育
成
委

員
が
参
加
し
、
髙
橋
良
浩
氏
に
よ

る
Ｋ
Ｙ
Ｔ
（
危
険
予
知
訓
練
）
を

中
心
に
実
施
さ
れ
、
本
年
度
に
、

子
ど
も
会
安
全
共
済
会
に
よ
る
補

償
が
適
用
さ
れ
た
事
案
を
も
と
に
、

子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
言
葉

を
か
け
て
意
識
づ
け
を
図
る
か
、

子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
育
成
者
の

立
ち
位
置
は
ど
う
か
等
、
想
定
外

の
け
が
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
具

市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
役
員
研
修
会
を
開
催

第
43
回
市
少
年
少
女
合
唱
団
定
期
演
奏
会

　
２
月
17
日
㈰
に
行
わ
れ
た
「
さ

ん
で
～
す
て
～
じ
・
さ
が
え
イ
ン

フ
ロ
ー
ラ
」
に
お
い
て
、
寸
劇
グ

ル
ー
プ
『
芝
居
Ｄ
Ｅ
ワ
ッ
シ
ョ
イ
』

（
阿
部
晃
三
代
表
）
が
、
寸
劇
「
く

ち
び
る
弁
天
さ
ま
」
を
披
露
し
ま

し
た
。
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

「
山
寺
が
支
え
た
紅
花
文
化
」
に
関

連
し
て
作
り
上
げ
た
笑
い
あ
り
の

物
語
は
、
多
く
の
来
場
者
か
ら
好

評
で
あ
り
ま
し
た
。

　
同
グ
ル
ー
プ
は
、
身
近
な
地
域

を
題
材
に
し
た
寸
劇
に
よ
り
、
市

民
の
心
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
昨
年
11
月
に
結
成
さ

れ
、
南
部
地
区
公
民
館
を
拠
点
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

体
的
な
場
面
を
想
像
し
な
が
ら
危

険
を
予
測
す
る
な
ど
、
参
加
者
が

意
見
を
交
換
し
、
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

生
涯
学
習
一
コ
マ

いっちゃん会� ３／16㈯午後２時～３時
ムーミンママクラブ� ３／24㈰午前11時～11時40分
図書館ボランティアチェリー
３／５㈫・12㈫・19㈫・26㈫の午前10時～11時30分

赤とんぼ俳句会・寒河江ぎぼし俳句会合同作品展
� ３／12㈫～24㈰
押し花サークル花時計作品展　３／26㈫～４／７㈰

新生活を応援！� ３／24㈰まで
鉱物� ３／26㈫から

図書館へ行こう！
おはなし室

展示ホール

ブックテーマコーナー

■第１部／「中田喜直童謡曲集」よりサトウハチロー
　作詞「お月さんと坊や」ほか
■第２部／山本瓔子作詞・貫輪久美子作曲
　組曲「おしゃれなパセリ」より「ピカピカサンマ・�
　あさりさん・おしゃれなパセリ」
　県多乃梨子作詞・横山裕美子作曲
　「マホウツカイの日々」
■第３部／「ディズニー映画音楽」より「くまのプー
　さん・生まれてはじめて・小さな世界」ほか
　覚和歌子作詞・信長貴富作曲
　「いのちの地図」

プログラム

市少年少女合唱団
団員募集

　明るく楽しい雰囲気の中で、仲
間たちと一緒に充実した活動をし
てみませんか。見学からでも大歓
迎ですので、連絡をお待ちしてい
ます。
●�対象／小学１年生から高校生ま
での男女

●�練習日／毎週土曜日の午後６時
～８時

●会場／文化センター
●�会費／月2,000円（他に入団費
　として1,000円）
●�指導者／髙橋まり子さん、松田
　藍花さん
●申込／市文化センター
　☎86-5111へ。
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寒
河
江
蕎
麦
（
そ
ば
）
の
食
べ
歩
き
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
開
催
中

　
寒
河
江
そ
ば
散
歩
会
加
盟
店
を
利
用
し
て

ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
く
だ
さ
い
。
抽
選
で
同

加
盟
店
で
使
え
る
お
食
事
券
が
当
た
り
ま
す
。

５
月
10
日
(金)
ま
で
同
加
盟
店
ま
た
は
市
観
光

物
産
協
会
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

■
期
間
／
４
月
30
日
(火)
ま
で

寒
河
江
駅
で
雛
（
ひ
な
）
飾
り
！

■
日
時
／
３
月
23
日
(土)
～
４
月
３
日
(水)
の
午

前
９
時
～
午
後
３
時

■
会
場
／
寒
河
江
駅
見
晴
ら
し
サ
ロ
ン

●�

問
合
せ
／
市
観
光
物
産
協
会
☎(

８
６)

８

８
６
６
へ
。

さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
・
臨
川
亭

イ
ベ
ン
ト
情
報

さ
く
ら
ん
ぼ
会
館

■
高
橋
信
夫
「
風
景
画
展｣

／
３
月
20
日
(水)

～
31
日
(日)
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
最

終
日
は
午
後
４
時
）

臨
川
亭

■
キ
ル
ト
フ
リ
ー
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ
出
前

ア
ト
リ
エ
「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
相
談

室｣

／
３
月
22
日
(金)
・
23
日
(土)
の
午
前
10

時
～
午
後
３
時
30
分
。
期
間
中
、
体
験
教

室
を
開
催
（
定
員
・
各
20
人
、
参
加
費
・

１
２
０
０
円
～)

。
弁
当
を
予
約
可
（
千
円

程
度
、
３
月
19
日
(火)
ま
で
受
け
付
け
）

●
問
合
せ
／
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
☎(

８
６)

１

８
１
８
へ
。

市
議
会
議
員
選
挙　

立
候
補
予
定
者
・
出
納
責
任
者
説
明
会

　
市
議
会
議
員
選
挙
（
４
月
21
日
(日)
執
行
予

定
）
の
立
候
補
予
定
者
説
明
会
お
よ
び
出
納

責
任
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
立
候
補
を

予
定
し
て
い
る
方
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
３
月
19
日
(火)
午
後
１
時
30
分
～

●
会
場
／
市
役
所
１
階
議
会
会
議
室

●
問
合
せ
／
市
選
挙
管
理
員
会
事
務
局

　
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
433
へ
。

㊫
国
保
被
保
険
者
証
の
交
付
は

届
け
出
が
必
要

　
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
大
学
等
に
進

学
す
る
た
め
市
外
に
転
出
さ
れ
る
場
合
、
学

生
用
の
保
険
証
（
㊫
国
保
被
保
険
者
証
）
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

●�

持
ち
物
／
①
入
学
の
事
実
が
確
認
で
き
る

書
類
（
合
格
通
知
書
、
学
生
証
等)

、
②
国

保
被
保
険
者
証
、
③
朱
肉
を
使
う
は
ん
こ
、

④
窓
口
に
来
ら
れ
る
方
の
身
分
証
明
証
（
運

転
免
許
証
等)

、
⑤
世
帯
主
お
よ
び
㊫
国
保

被
保
険
者
証
交
付
者
の
個
人
番
号
カ
ー
ド

ま
た
は
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド

●
申
請
場
所
／
市
市
民
生
活
課

●
問
合
せ
／
市
健
康
福
祉
課
国
保
医
療
係

　
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
613
へ
。

地
域
の
活
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
募
集

　

｢

市
民
・
地
域
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推

進
し
、
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
活
動
を
応
援

す
る
た
め
、
市
内
で
地
域
づ
く
り
活
動
や
地

域
貢
献
活
動
を
実
施
し
て
い
る
団
体
を
対
象

に
補
助
を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ま
た
は
各
地
区
公
民
館
設
置
の
募
集
要

領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
事
業
期
間
／
交
付
決
定
日
（
４
月
末
予
定
）

～
来
年
３
月
末

●
補
助
率
／[
地
域
課
題
解
決
事
業
］
５
分
の

４
、[

元
気
創
造
事
業
］
５
分
の
３
、[

地

域
よ
ろ
ず
応
援
事
業
］
10
分
の
10
な
ど

●
申
込
／
４
月
10
日
(水)
ま
で
市
企
画
創
成
課

政
策
調
整
係
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
416
へ
。

平
成
31
年
度
道
路
側
溝
清
掃

汚
泥
運
搬
申
し
込
み

　
平
成
31
年
度
に
道
路
側
溝
清
掃
を
実
施
す

る
予
定
が
あ
り
、
汚
泥
を
運
ぶ
運
搬
車
が
必

要
な
町
会
に
対
し
て
、
運
搬
車
の
配
車
を
行

い
ま
す
。

●�

配
車
可
能
日
／
ク
リ
ー
ン
作
戦
（
６
月
・

９
月
の
各
第
１
日
曜
日
）
以
外
の
日

●�

配
車
時
間
／
個
別
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
月

～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
は
午
前
６
時

以
降
不
可
）

●
申
込
方
法
／
申
込
書
に
記
入
し
、
運
搬
車

の
配
車
場
所
を
記
し
た
地
図
を
添
付
の
上
、

市
市
民
生
活
課
へ
郵
送
（
〒
991-

8601
寒
河
江

市
中
央
１
丁
目
９
番
45
号)

、
フ
ァ
ッ
ク
ス

(

８
６)

２
１
２
２
、
持
参
の
い
ず
れ
か
。

申
込
書
は
市
市
民
生
活
課
で
交
付
す
る
他
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

●
そ
の
他
／
希
望
日
が
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
配
車
日
時
を
変
更
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
側
溝
の
ふ
た

開
け
を
希
望
す
る
場
合
は
、
市
建
設
管
理

課
と
の
打
ち
合
わ
せ
が
必
要
で
す
。

●
問
合
せ
／
市
市
民
生
活
課
環
境
保
全
推
進

　
室
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
232
へ
。

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
・
仕
事
依
頼
募
集

会
員
募
集

　
公
共
団
体
や
企
業
、
家
庭
等
か
ら
の
仕
事

を
引
き
受
け
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
豊
か
な
知
識
と
経
験
を
生
か

し
た
、
希
望
に
応
じ
た
仕
事
を
提
供
し
ま
す
。

一
緒
に
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
入
会
説
明
会
／
３
月
13
日
(水)
午
後
１
時
30

分
～
、
４
月
以
降
の
第
３
水
曜
日

■
資
格
／
原
則
60
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意

欲
が
あ
る
市
民

仕
事
の
依
頼

　
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
お
引
き
受
け
い
た
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■�

仕
事
内
容
／
ふ
す
ま
や
障
子
張
り
、
清
掃
、

除
草
、
軽
易
な
農
作
業
、
庭
木
の
手
入
れ
、

お
知

ら
せ

施
設
管
理
、
帳
場
・
賞
状
等
の
筆
耕

●
申
込
／
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎(

８
３)

３
２
２
４
へ
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会

　
大
都
市
等
か
ら
市
内
に
移
住
し
、
市
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動
す
る
４
人
の
活

動
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
フ

ィ
ー
ル
ド
で
、
地
域
の
方
々
と
協
力
し
て
活

動
し
て
き
た
本
年
度
の
取
り
組
み
や
移
住
者

な
ら
で
は
の
視
点
で
語
る
寒
河
江
の
魅
力
に

つ
い
て
な
ど
を
発
表
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
３
月
20
日
(水)
午
後
６
時
30
分
～

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
問
合
せ
／
市
企
画
創
成
課
政
策
調
整
係

　
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
416
へ
。

県
立
農
林
大
学
校｢

研
修
生｣

募
集

　
こ
れ
か
ら
農
業
を
始
め
よ
う
と
す
る
方
を

対
象
に
し
た
研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
コ
ー
ス
／
新
規
就
農
支
援
研
修
（
基
礎
コ

ー
ス
、
実
践
コ
ー
ス
）

●
期
間
／
４
月
か
ら
１
年
間

●
研
修
先
／
農
業
関
係
試
験
研
究
機
関
、
先

　
進
農
業
経
営
者
、
農
林
大
学
校
等

●
定
員
／
県
内
で
の
就
農
希
望
者
50
人

●
そ
の
他
／
テ
キ
ス
ト
代
、
傷
害
保
険
、
宿

泊
等
の
必
要
経
費
は
自
己
負
担

●
申
込
／
３
月
15
日
(金)
ま
で
県
立
農
林
大
学

校
研
修
部
☎
０
２
３
３(

２
２)

８
７
９
４
へ
。

高額療養費請求事務未処理により発生した損失の補てん
および再発防止について（経過のご報告）　　　　　　

　平成30年９月５日号の市報でお知らせしました「福祉医療に係る高額療養費請求事務の未処理事案」につきま
しては、市民の皆さまにご心配とご迷惑をお掛けしましたことを、あらためておわび申しあげます。
　先般、各保険者への照会が完了し市の損失額が確定しましたこと、そして、損失額全額補てんのめどがたち、
一部実際の補てんが始まりましたことをご報告いたします。

損失補てんについて
◆�損失額（確定額)／2910万597円（直接保険者から福祉医療受給者に払い戻しが行われている分２４７万４２２５円
を含む）

◆補てんについて
　�　直接保険者から高額療養費の払い戻しを受けている方々からのご協力も合わせ、原因職員、関係職員、
特別職等および一般職員の協力により、複数年の計画の中で全額を補てんしてまいります。

再発防止の取り組みについて
　今後二度とこのようなことが起こらないよう、再発防止の全庁的な取り組みを引き続き実施しながら、こ
れまで以上に細心の注意を払い業務を行ってまいります。
◆実施している再発防止策
　�　単独で公金等を取り扱う業務の改善と複数でのチェック体制の強化を行っております。具体的には、①
前年度や前月との比較から執行状況の適正さをチェックする比較シートの作成。②課長等による部署内会
計担当の指名と、会計担当による比較シートの定期的な確認と報告体制の整備。

●問合せ／市総務課☎86-2111内線404へ。

　組織におけるミス防止やリスクマネジメントに係る職員研修を適宜実施し、組織の強化に取り組んでまい
ります。また、再発防止策につきましても随時、検証や見直しを行いながら、市民の皆さまから信頼される
市政運営に努めてまいります。

ミスさくらんぼコンテスト2019参加者募集
　コンテスト形式の審査で、３人を選
出します。詳細については、市ホーム
ページをご覧ください。
●日時／４月14日㈰午後１時～
●会場／さくらんぼ会館
●�応募資格／１年間にわたり観光ＰＲ
イベント等で活躍できる、県内在住で18歳以上の未婚女性（高校生
不可、未成年者は保護者の同意が必要)

●申込／４月８日㈪まで市さくらんぼ観光課観光振興係
　☎86-2111内線341へ。

最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

ハ
ー
ブ
と
ア
ロ
マ
の
香
箱

●
日
時
／
４
月
10
日
(水)
・
５
月
８
日
(水)
・
６

月
５
日
(水)
、
全
３
回
、
午
後
７
時
～
９
時

●
会
場
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

●
内
容
／
ア
ロ
マ
講
座
、
ア
ロ
マ
ク
ラ
フ
ト

作
り

●
参
加
費
／
３
千
円
（
３
回
分
）

●
材
料
費
／
毎
回
４
千
円

●
申
込
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

　
☎(

８
３)

５
１
９
５
へ
。
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■次号の市報３月20日号は、３月20日㈬に発行します。

３月の行事予定
5 ㈫
6 ㈬ ３歳児健診／フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

7 ㈭ ふるさと交流スペース／健康相談／産後セルフケ 
ア講座

8 ㈮ 子育てサロン・エンジェル「写真立てつくり｣／９
カ月児健診

9 ㈯ ゆめはーと寒河江「小学生の日」

10 ㈰ 休日当番医（にとう小児科医院)／証明書交付窓口
開庁（午前）

11 ㈪ 市立図書館休館日

12 ㈫ こころの健康相談／２歳児ピカピカ歯科検診／南 
部・柴橋・西部地区公民館休館日

13 ㈬ 行政相談／母乳育児準備講座／フローラ・ＳＡＧ 
ＡＥ休館日

14 ㈭
ゆめはーと寒河江「春のお楽しみ会｣／ふるさと交
流スペース／健康相談／３カ月児健診／市民浴場 
休場日

15 ㈮ 離乳食前期教室／保健師育児相談／母乳ミルク相 
談室

16 ㈯ 市立中学校卒業証書授与式

17 ㈰ 休日当番医（平野医院)／証明書交付窓口開庁（午
前)／ハートフルセンター休館日

18 ㈪ 市立小学校卒業証書授与式／法律相談

19 ㈫ 市議会議員選挙立候補予定者・出納責任者説明会／
トルコ生活を味わう会

20 ㈬ 地域おこし協力隊活動報告会／ゆめはーと寒河江 
｢お誕生会・親子交通安全教室｣／１歳６カ月児健診

21 ㈭ ふるさと交流スペース／休日当番医（土田内科医院）

22 ㈮ 市立保育所修了式

23 ㈯
24 ㈰ 休日当番医（山﨑医院)／証明書交付窓口開庁（午前）

25 ㈪ 市立図書館、市民体育館、チェリーナさがえ休館日

26 ㈫ 市長相談／中央公民館休館日

27 ㈬
28 ㈭ ふるさと交流スペース／健康相談

29 ㈮
30 ㈯
31 ㈰ 休日当番医（横山耳鼻咽喉科医院)／住民異動臨時

窓口開庁（午前）
4/1 ㈪ 住民異動臨時窓口延長（午後７時まで）

2 ㈫ 住民異動臨時窓口延長（午後７時まで）

3 ㈬ 住民異動臨時窓口延長（午後７時まで）

4 ㈭ ふるさと交流スペース／健康相談

不用品登録制度（２月22日現在）
　問い合わせいただいた方に各提供者等の連絡先
をお伝えしますので、直接交渉してください。
■�あげます／折り畳みベッド、マットレス、座卓、

枕びょうぶ、剝製（キジ・亀)、冷蔵庫、洗濯機、
オーブンレンジ、スキー用品（板・ブーツ・ポ

　ール)、チェーンソー
■�譲ります／二段ベッド、折り畳みベッド、いす、
座卓、ヘッドホン、ステレオ、ハンディークリ

　ーナー、コーヒーメーカー、集会用テント
■譲って／介護用おむつ・パンツ・紙パット、折
　り畳み自転車

＝子育てゆずりあいコーナー＝
■�あげます／おひなさま、みなみ保育所帽子、防
災頭巾

■�譲ります／ランドセル（黒)、絵の具、習字道具、
リコーダー、鍵盤ハーモニカ、筆記用具、画用
紙、国語辞典、野球ユニホーム、スキーウエア、
掛け布団、敷布団

■譲って／自転車
●問合せ／市市民生活課☎86-2111内線232へ。

　声でも文字でも。少しずつでも。あなたの今の
気持ちを聴かせてください。
こころの健康相談統一ダイヤル
■�相談／月～金曜日（祝日を除く）の午前９時～
午後５時に☎0570-064-556へ。

心の健康インターネット相談
■�相談／県精神保健福祉センターホームページか
らアクセスしてください。

●問合せ／県精神保健福祉センター
　☎023-624-1217へ。

　女性が生涯を通じて健康で明るく、充実した日
々を自立して過ごすことを総合的に支援するため、
厚生労働省では女性の健康週間を定めています。
　女性のからだは、思春期・中高年など生涯を通
してホルモンのバランスが大きく変動し、女性特
有の健康課題（月経トラブル、女性特有のがん、
更年期障害など）が現れます。この機会に、女性
の健康に関する知識をもって、ライフステージご
とに適切な健康管理に心掛け、自分らしく生活す
るすべを身に付けましょう。女性の健康を支援す
るための情報提供ウェブサイト「女性の健康推進
室ヘルスケアラボ」をご覧ください。
●問合せ／市健康福祉課市民健康係
　☎86-2111内線625へ。

こころの健康相談統一ダイヤル・
インターネット相談

３月１日㈮～８日㈮は
「女性の健康週間」

ハ
ー
ト
フ
ル
カ
フ
ェ

　
認
知
症
の
方
や
、
そ
の
ご
家
族
、
地
域
の

方
等
が
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
す
こ
と
が

で
き
、
認
知
症
等
の
介
護
相
談
も
で
き
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ハ
ー
ト
フ
ル
カ
フ
ェ
え
が
お
（
出
張
カ
フ
ェ
）

●
日
時
／
３
月
８
日
(金)
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
４
階

●
内
容
／
腸
能
力
教
室
、
寒
河
江
認
知
症
の

人
と
家
族
の
会
の
集
い
、
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ

ー
ジ
・
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
等

●�

問
合
せ
／
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
あ
な
た
と
え
が

お
☎(

８
４)

０
２
０
１
へ
。

ハ
ー
ト
フ
ル
カ
フ
ェ
三
泉

●
日
時
／
３
月
14
日
(木)
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

●
会
場
／
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と
こ
し
え
三
泉

●
内
容
／
ミ
ニ
講
話
、
介
護
相
談
等

●
問
合
せ
／
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と
こ
し
え
三
泉

　
☎(

８
５)

６
８
７
０
へ
。

見
つ
け
よ
う
、
君
の
未
来
！

　
や
ま
が
た
で
学
ぼ
う
フ
ェ
ア

　
県
内
に
あ
る
大
学
・
短
期
大
学
・
専
門
学

校
な
ど
34
校
を
一
挙
に
紹
介
し
ま
す
。

●
日
時
／
３
月
９
日
(土)
午
前
10
時
～
午
後
４
時

●
会
場
／
イ
オ
ン
モ
ー
ル
天
童

●
内
容
／
学
校
紹
介
パ
ネ
ル
展
示
、
学
校
で

身
に
付
け
ら
れ
る
知
識
・
技
術
を
紹
介
す

る
体
験
ブ
ー
ス
、
学
校
案
内
・
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
情
報
な
ど
の
配
布

●
問
合
せ
／
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
や
ま
が

　
た
☎
０
２
３(

６
２
８)

４
８
４
２
へ
。

大
学
卒
業
程
度

国
税
専
門
官
採
用
試
験

●
受
験
資
格
／
平
成
元
年
４
月
２
日
～
平
成

10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
等
。
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
先
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
験
申
込
期
間
／
３
月
29
日
(金)
～
４
月
10

　
日
(水)

●
受
験
申
込
方
法
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トhttp://

w
w
w
.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

●
第
１
次
試
験
日
／
６
月
９
日
(日)

●�

問
合
せ
／
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
☎
０

２
２(

２
６
３)

１
１
１
１
内
線
3236
へ
。

平
成
31
年
度
民
間
国
際
交
流
団
体

活
動
推
進
支
援
助
成
事
業
募
集

　
県
国
際
交
流
協
会
で
は
、
県
内
の
民
間
団

体
が
行
う
地
域
の
国
際
化
を
推
進
す
る
事
業

に
対
し
助
成
を
行
い
ま
す
。
申
請
方
法
等
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
／
４
月
１
日
(月)
～
来
年
３
月
31
日
(火)

に
実
施
す
る
地
域
の
国
際
化
を
推
進
す
る

事
業

●
助
成
額
／
１
団
体
上
限
20
万
円
。
申
請
後

に
審
査
を
行
い
ま
す
。
渡
航
費
の
み
の
申

請
や
対
象
が
会
員
の
み
な
ど
、
波
及
効
果

の
低
い
事
業
と
判
断
さ
れ
る
経
費
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ
／
県
国
際
交
流
協
会

　
☎
０
２
３(

６
４
７)

２
５
６
０
へ
。

み
ん
な
で
唄
を
歌
お
う

＆
交
通
安
全
講
習
会

●
日
時
／
３
月
20
日
(水)
［
み
ん
な
で
唄
を
歌

お
う
］
午
前
10
時
～
、[

交
通
安
全
講
習
会
］

午
後
１
時
15
分
～

●
会
場
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
施
設
利
用
料
／
半
日
１
５
０
円
、
１
日
３

　
０
０
円

●
そ
の
他
／
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
の
送
迎
あ
り

●
申
込
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎(
８
７)

１
３
２
８
へ
。

さ
ん
で
～
す
て
～
じ
・
さ
が
え

イ
ン
フ
ロ
ー
ラ 

第
239
・
240
回
公
演

謡
曲
、
空
手
基
本
演
武
の
ス
テ
ー
ジ

■
日
時
／
３
月
10
日
(日)
午
後
２
時
～
３
時
10
分

■
出
演
／
親
謡
会
、
寒
河
江
空
手
ス
ポ
ー
ツ

　
少
年
団

謡
曲
、
懐
メ
ロ
の
ス
テ
ー
ジ

■
日
時
／
３
月
17
日
(日)
午
後
２
時
～
３
時
30
分

■
出
演
／
観
世
流
歓
謡
会
、
寒
河
江
な
つ
メ

　
ロ
愛
好
会

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
地
下

●
問
合
せ
／
実
施
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長
・

五
十
嵐
さ
ん
☎
０
９
０(

７
０
６
８)

３
９

９
０
へ
。

け
ん
玉
教
室
in
フ
ロ
ー
ラ

　
ス
パ
イ
ク
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
よ
る
け
ん
玉
教

室
で
す
。
け
ん
玉
は
貸
し
出
し
し
ま
す
。

●
日
時
／
３
月
23
日
(土)
午
後
１
時
30
分
～
３
時

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
４
階

●
問
合
せ
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
管
理

室
☎(

７
７)

６
３
３
０
へ
。

ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江

春
の
お
楽
し
み
会

　
４
月
か
ら
幼
稚
園
や
保
育
所
に
通
う
お
友

達
を
み
ん
な
で
お
祝
い
し
ま
す
。
入
園
・
入

所
予
定
者
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
日
時
／
３
月
14
日
(木)
午
前
10
時
30
分
～

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
問
合
せ
／
ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江
☎(

８
３)

３
２
２
５
へ
。

寒
河
江
市
盆
栽
ク
ラ
ブ

早
春
の
盆
栽
展

　
会
員
25
人
が
早
春
を
感
じ
さ
せ
る
松
柏
・

花
も
の
盆
栽
を
展
示
し
ま
す
。

●
日
時
／
３
月
22
日
(金)
～
24
日
(日)
の
午
前
10

時
～
午
後
５
時

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
２
階

●
問
合
せ
／
市
盆
栽
ク
ラ
ブ
・
海
野
さ
ん

　
☎
０
９
０(

２
３
６
９)

７
８
２
４
へ
。

第
22
回
県
立
中
央
病
院

県
民
健
康
講
話

　

｢

乳
が
ん
の
お
話
」
を
テ
ー
マ
に
、
専
門
の

医
師
が
分
か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

●
日
時
／
３
月
23
日
(土)
午
後
２
時
～
３
時
30
分

●
会
場
／
山
形
市
医
師
会
館

●
問
合
せ
／
県
立
中
央
病
院
医
療
連
携
・
相

談
室
☎
０
２
３(

６
８
５)

２
６
２
６
へ
。

122019.3.5　市報さがえ13 2019.3.5　市報さがえ



　
３
０
０
点
を
超
え
る
木
製
の
お
も

ち
ゃ
が
大
集
合
し
た
「
木
育
・
食
育

フ
ェ
ス
in
寒
河
江
」
が
２
月
２
日
・

３
日
の
２
日
間
、
チ
ェ
リ
ー
ナ
さ
が

え
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
木
育
ブ
ー

ス
に
は
、
西
村
山
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド

木
材
「
西
山
杉
」
の
積
み
木
や
、
東

京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
知
育
玩
具
が

ず
ら
り
。
か
わ
い
い
木
の
実
の
リ
ー

ス
作
り
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
食
育
ブ
ー

ス
で
は
、
食
べ
物
に
つ
い
て
学
ぶ
人

形
劇
や
紙
芝
居
、
食
育
ク
イ
ズ
な
ど

が
行
わ
れ
、
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
訪
れ
た
大
勢
の
親
子
連
れ
は
、
自

由
な
発
想
で
積
み
木
や
ブ
ロ
ッ
ク
を

積
み
上
げ
て
遊
び
、
木
の
ぬ
く
も
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。

すぽっとチャンネル

今
月
の
表
紙

　雪像や冬花火、ライブなどでにぎわった「やまがた雪フェスティバル｣。真っ白な雪景色の中にお花で飾った雪だるまアート「花衣雪だるま」が会場で華やかにお出迎え！　見て、感じて、味わって…。山形の冬の楽しさ盛りだくさんのイベントでした。�（酒井由美子）

　長岡山の中腹にある山形県森林研究研修センターに、すらっと伸びた杉と白旗松があります。第11回全国植樹祭で昭和天皇が杉の種、皇后さまが松の種を植えられたものだそうです。平成が終わりに近づき、昭和の響きがより遠くに感じられます。� （佐藤真由美）

　三泉地区にあ
る「寒河江川さ

けふ化

場」。いつも何げ
なく通り過ぎて

いまし

たが、ある日ギ
ョッとしました

。10月

末に寒河江川で
採捕されたたく

さんの

サケが寒風に干
されていたから

です。

どれも１キログ
ラムほどあった

ようで

す。味が気にな
りますね。�（北條

幸子）

■
印
刷
／
寒
河
江
印
刷
株
式
会
社

　
こ
の
広
報
誌
は
自
然
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す

■
発
行
／
寒
河
江
市
企
画
創
成
課
さ
が
え
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
室

　
〒
991-

8601　
寒
河
江
市
中
央
１
丁
目
９
番
45
号　
☎（
８
６
）２
１
１
１

市
報

さ
が

え
　

2019．3．5　
N

o.1721

市民レポーター さくらんぼ特派員
　市民レポーターさくらんぼ特派員が「これはイイ」と感
じた市内の観光やグルメ、日常の風景などを自ら取材し、
地元の魅力をどんどん紹介していくコーナーです。皆さん
の所へ取材に伺った際は、ぜひご協力をお願いします。

市民レポーター募集
　市報やツイッターを通して１年間、本市の話題
を発信する市民レポーター「さくらんぼ特派員」
を募集します。謝礼あり。
●�定員／18歳以上（高校生を除く）65歳未満の方
４人。他にも要件がありますので、市ホームペ
ージをご覧ください。

●�申込／３月15日㈮まで市企画創成課さがえブラ
ンド戦略室☎86-2111内線410へ。


